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免許返納リスクの情報提示による
意識変容についての研究



◆｢高齢者の運転＝危険、免許返納｣のイメージの広がり

◆高齢者に免許返納を求める過剰な意見

◆高齢者の免許返納の社会問題化

高齢者ドライバーの社会問題化
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• 高齢化により、免許保有者の4人に１人が高齢者ドライバー
• 身体能力の低下から高齢になるにつれ事故リスクが増加
• 75歳以上による死亡事故件数はその他の人によるものの約2.5倍

警視庁HPより引用
讀賣新聞２０１９年４月２０日



報道の分析
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◆事故リスクを強調することで、高齢者に返納を迫るような
恐怖喚起コミュニケーションが行われている。
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記事内の名詞

朝日新聞クロスサーチで、2015年～2023年7月の記事内に「免許返納」or「免許自
主返納」を含む記事（５６１件）を調査した。

『警察庁の統計では、昨年の７５歳以上による死亡
事故は全国で３４６件で、前年より１３件増えた。
免許人口１０万人あたりの死亡事故件数は７５歳未
満の２倍以上だった。ハンドル操作の誤りやブレー
キとアクセルの踏み間違いが原因の事故の割合は、
７５歳以上になると特に多くなる。（中略）県警東
北信運転免許課は「体の衰えを自覚したら免許返納
を検討してほしい」と呼びかけている。』
（朝日新聞2022年5月13日朝刊）

＜実際の記事抜粋＞



免許返納による健康リスク

• 返納後に要介護リスクの増加の可能性

• 返納による入院、抑うつリスクの増加の可能性
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筑波大学報道発表、市川政雄「運転中止で要介護リスクが2倍」より借用

◆免許返納問題において、高齢者の健康リスクへの配慮が必要

運転の継続有無による要介護認定リスクの違い



ジレンマの発生
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• 片方のリスクの解消ではなく、
ジレンマの解消が必要！

事故リスク増大返納せず運転継続

＜免許返納しない場合＞

健康リスク増大返納して運転中止

＜免許返納する場合＞

免許返納問題において、事故リスクと健康リスクのどちらかを受け入れなければ
ならないジレンマ状況が発生



免許返納による健康リスク
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筑波大学報道発表、市川政雄「運転中止で要介護リスクが2倍」より借用

運転の継続有無による要介護認定リスクの違い

事故リスク
あり

◆免許返納後に外出手段を確保しておくことが大事！



既往研究（なぜ返納後の外出が減るのか？）

• 免許返納後、公共交通が利用できる環境にあるにも関わらず
公共交通が利用できず、外出頻度が減少している。
運転停止者へのアンケートとインタビューから得られた免許返納意思決定プロセス(榎本ら2022)

• 高齢者ほど行動変容しづらく、若い世代から取り組みが重要
である。
健康に配慮した交通行動誘発のための学術的研究(谷口ら2017)

• 返納前の運転頻度が高い人（マイカーに依存している人）ほ
ど返納後の移動に困っている。
居住地特性から見る運転免許返納者の特性把握(橋本ら2011)
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◆免許返納前の行動変容が重要である。
一方で、現在の政策の多くは、返納「後」に公共交通チケットを配布するもの
であり、返納前の行動変容に焦点があてられていない。



健康リスクの低減に向けて
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移動の多様性がある場合

マイカー依存の場合

マイカー依存
公共交通利用慣習なし

返納

公共交通が整っていても
活用できない。
返納後の行動変容は難しい。

外出減少
健康リスク増

返納

外出手段の確保

健康リスクの低減

マイカーにも色々な選択肢がある
・サポカー
・補償運転
・シニアカー（免許不要）

⇒免許返納（災害）に備えたレジリエントな移動の確保が重要



既往研究（複数移動手段の重要性）
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公共交通を含んだ複数の移動手段を確保しておくことが、

平時における暮らしの豊かさをもたらす

北海道の65歳以上の高齢者を対象に、様々な指標と移動手段の関係を分析。

・公共交通などの複数の移動手段
の確保がすべての指標において
高位である。
・移動手段喪失、運転依存は複数
移動手段に比較して低位である。
・マイカー依存者が免許返納をして
しまうと、移動手段喪失群に近づ
く恐れがある。0
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主観的健康感 主観的幸福感 友人関係

移動手段と各指標の関係

公共交通含む複数移動手段 運転依存 移動手段喪失

選択可能な移動手段に着目した高齢者の生活実態からみる公共交通の重要性分析（竹口ら土木計画学研究・講演集 68 CD-ROM 2023年11月）



現状の政策（返納後のインセンティブ）
は青線
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まず目指すべきは赤線
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移動の多様性がある場合

マイカー依存の場合

返納

公共交通が整っていても
活用できない。
返納後の行動変容は難しい。

外出減少
要介護リスク認定リスク増

返納

外出手段の確保

健康リスクの低減

返納前の交通行動の見直し
マイカー“依存”脱却（依存が問題）
多様な移動手段の確保



MMの定義
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「過度に自動車に頼る状態」から

「公共交通や徒歩などを含めた多様な交通手段を適度
に（＝かしこく）利用する状態」
へと少しずつ変えていく一連の取組

国土交通省「モビリティ・マネジメント 交通をとりまく様々な問題の解決に向けて」,2007

渋滞や環境、あるいは個人の健康等の問題に配慮して、
過度に自動車に頼る状態から公共交通や自転車などを
『かしこく』使う方向へと自発的に転換することを促す、
一般の人々や様々な組織・地域を対象としたコミュニケーションを
中心とした持続的な一連の取り組み

JCOMMホームページより

⇒単なる公共交通の利用促進ではない！
自動車利用を否定するものでもない！



本研究の目的
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免許返納による健康リスクをあえて提示することを通じて、
返納前からの交通行動変容の重要性を伝える情報提供を行い、
その効果を検証する。

➢健康リスクを認知することで、返納前からマイカーに依存せず
多様な移動手段を持つことの重要性に気づいてもらう。

➢「将来の自分のために今から交通行動を見直そう」というよう
な人生という長期的な文脈の中に「交通」を位置づけ、適切な
行動を見直させるきっかけを提供する。

➢免許返納におけるメリット（事故リスク低減）とデメリット
（健康リスク増大）を同時に提示することになり、二面的コミ
ュニケーションとなる。

⇒免許返納意識の向上、交通行動変容の促進が期待できる。



提示情報
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➢ 免許返納前からの公共交通と徒歩の利用意図を促進させる可能性がある。

➢ 免許返納不安をより低減させる効果がある。



ワークショップの実施

15



冊子の作成
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国土交通省北海道開発局発行



まとめ

• 「危険だから返納しよう」
ではなく

「将来の自分のためにも、

今から“準備運動”しておきましょう！！」
というコミュニケーションへの転換が必要。

⇒まさに

「過度に自動車に頼る状態から

公共交通や自転車などを『かしこく』使う

方向へと自発的に転換することを促す」

モビリティマネジメントそのもの
。 17
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